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宮ノ陣 校 

訓 
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真 理 

志をもって意欲的に学び自律心と 

感謝の心をもつたくましい生徒 

“ 凡事徹底 ”・“ 共感、共汗、共歓 ” 

《 文責 》 校長 荒木 修 

 

～ 宮中文化・伝統の継承と『テセウスの船』 ～ 
 

１１月
がつ

１１日
にち

(金
きん

)の５・６時間目
じ か ん め

に生徒会
せ い と か い

立会
たちあい

演説会
えんぜつかい

・選挙
せんきょ

が行
おこな

われ、新
あら

たな三役
さんやく

（会長
かいちょう

・副会
ふくかい

長
ちょう

・書記
し ょ き

）と学年執行委員
がくねんしっこういいん

が選出
せんしゅつ

されました。そ

の後
ご

、新三役
しんさんやく

の皆
みな

さんと先生方
せんせいがた

が専門委員長候補
せんもんいいんちょうこうほ

者
しゃ

と面接
めんせつ

を行
おこな

い、それぞれの専門委員会
せんもんいいんかい

の委員長
いいんちょう

と副委員長
ふくいいんちょう

が選出
せんしゅつ

されました。 

生徒会役員
せいとかいやくいん

の引継式
ひきつぎしき

は、１２月
がつ

２３日
にち

(金
きん

)に行
おこな

う予定
よ て い

にしていますが、このときに、学校
がっこう

の中心
ちゅうしん

が、３年生
ねんせい

から２年生
ねんせい

へと全
すべ

てバトンタッチされ

ることになります。 

コロナ禍
か

にありながらも、１年間
ねんかん

かけて、３年
ねん

生
せい

が新
あら

たに築
きず

いてくれた生徒会活動
せいとかいかつどう

、部活動
ぶ か つ ど う

、体
たい

育
いく

祭
さい

や文化発表会
ぶんかはっぴょうかい

などの素晴
す ば

らしい『宮中
みやちゅう

の文化
ぶ ん か

や伝統
でんとう

を継承
けいしょう

』するとともに、１・２年生
ねんせい

の新
あら

た

なアイデアを加
くわ

えながら、更
さら

に発展
はってん

させていって

くれることを期待
き た い

しています。 

ところで、皆
みな

さんは『テセウスの船
ふね

』という話
はなし

を聞
き

いたことがありますか？ 

『テセウスの船
ふね

』と聞
き

いて、数年前
すうねんまえ

に俳優
はいゆう

の 竹内
たけうち

 涼真
りょうま

さんが主演
しゅえん

していたテレビドラマを思
おも

い浮
う

かべた人
ひと

もいるのではないかと思
おも

いますが、そもそもは、ギリシャ神話
し ん わ

に登場
とうじょう

する『テセウ

ス』というアテナイ（ギリシャの首都
し ゅ と

アテネ）の王
おう

が乗
の

り込んだ『船
ふね

』のことを意味
い み

しています。 

テセウスは、アテナイの人々
ひとびと

を困
こま

らせていたミノタウロスと

いう怪物
かいぶつ

を退治
た い じ

して、クレタ島
とう

から船
ふね

でアテナイに凱旋
がいせん

しまし

た。アテナイの人々
ひとびと

は大
おお

いに喜
よろこ

び、テセウスが乗
の

っていた船
ふね

を

記念
き ね ん

として後世
こうせい

に残
のこ

そうとしました。ところが、長
なが

い年月
としつき

が経
た

つうちに船
ふね

は老朽化
ろうきゅうか

が進
すす

み、修理
しゅうり

が必要
ひつよう

な部分
ぶ ぶ ん

から少
すこ

しずつ新
あたら

しい部品
ぶ ひ ん

に交換
こうかん

されていきました。そしてついに、全
すべ

ての部品
ぶ ひ ん

が新
あたら

しい部品
ぶ ひ ん

に交換
こうかん

され、テセウスが乗
の

っていた当時
と う じ

の部品
ぶ ひ ん

は

何一
なにひと

つ無
な

くなってしまいました。 

役  員 

会 長  田中 愛実 

副会長  坂口幸志朗 八尋 玲音 

書 記  倉内 心菜   仮屋園有央 

学年執行委員 

 立山銀弍郎 酒井 杏奈 
 

専 門 委 員 

中 央  野口 蒼太  松延 和花 
（中央委員会は、２名とも委員長） 
 

委員長   副委員長 

生 活  山田 陽哉 堀下 結名 

文 化  辰川 陽斗 石丸 稟 

給 食  山口 陽瑠 野瀨 朝日 

学習図書 御厨 紅葉 本村 恵美 

保健体育 井 千夏  仲 煌斗 



 

 

さて、ここで問題
もんだい

です。この新
あたら

しい部品
ぶ ひ ん

でできた船
ふね

は、テセウスがクレタ島
とう

からアテナイに凱
がい

旋
せん

したときに乗
の

っていた船
ふね

と『同
おな

じ船
ふね

』ということができるでしょうか？ また、仮
かり

に、古
ふる

い部
ぶ

品
ひん

をこっそりと保管
ほ か ん

していた職人
しょくにん

がいて、古
ふる

い部品
ぶ ひ ん

だけで船
ふね

を建造
けんぞう

していたとしたら、どちらが

本物
ほんもの

の『テセウスの船
ふね

』といえるのでしょうか？ … これが、そもそもの『テセウスの船
ふね

』とい

うパラドックス（矛盾）の話
はなし

です。 

よく考
かんが

えてみると、学校
がっこう

も『テセウスの船
ふね

』と同
おな

じよ

うな考
かんが

え方
かた

をすることができます。皆
みな

さんが通
かよ

っている

宮ノ陣中学校
みやのじんちゅうがっこう

は、昭和
しょうわ

２２（１９４７）年
ねん

４月
がつ

１日
にち

に設
せつ

立
りつ

され、あと数年
すうねん

で８０周年
しゅうねん

を迎
むか

えます。ところが、卒
そつ

業生
ぎょうせい

も含
ふく

め、生徒
せ い と

の皆
みな

さんは３年間
ねんかん

で学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

してい

き、先生方
せんせいがた

も入
い

れ替
か

わってきました。 

また、校舎
こうしゃ

の場所
ば し ょ

も、１度
ど

移転
い て ん

している（移転前
い て ん ま え

は、宮ノ陣小学校
みやのじんしょうがっこう

の敷地内
し き ち な い

に小学校
しょうがっこう

と中学校
ちゅうがっこう

が併設
へいせつ

されていて、現在
げんざい

の小学校
しょうがっこう

の北校舎
きたこうしゃ

の位置
い ち

に中学校
ちゅうがっこう

の校舎
こうしゃ

が建
た

っていた）ようです。 

では、現在
げんざい

の宮ノ陣中学校
みやのじんちゅうがっこう

は、開校
かいこう

当時
と う じ

の宮ノ陣中学校
みやのじんちゅうがっこう

と同
おな

じ学校
がっこう

ということができるのでし

ょうか？ また、開校
かいこう

当時
と う じ

から脈 々
みゃくみゃく

と受
う

け継
つ

がれてきた宮中
みやちゅう

の文化
ぶ ん か

や伝統
でんとう

を『継承
けいしょう

』するとは、

どういうことで、そのために何
なに

を大切
たいせつ

にしなければならないのでしょうか？ 

この『学校
がっこう

』のパラドックスの話
はなし

については、『テセウスの船
ふね

』よりも考
かんが

えやすいと思
おも

います

ので、皆
みな

さんそれぞれで考
かんが

えてみて下
くだ

さい。そのためのヒントとなる話
はなし

を紹介
しょうかい

しておきます。 

生物学的
せいぶつがくてき

にみると、人間
にんげん

の身体
か ら だ

は約
やく

６０兆個
ちょうこ

（新説
しんせつ

では

約
やく

３７兆個
ちょうこ

）の『細胞
さいぼう

』と呼
よ

ばれる生命
せいめい

の基本
き ほ ん

単位
た ん い

からで

きています。ほとんどの『細胞
さいぼう

』は、古
ふる

い細胞
さいぼう

から新
あたら

しい

細胞
さいぼう

へとどんどん入
い

れ替
か

わっていて、脳
のう

を形成
けいせい

している細
さい

胞
ぼう

などの一部
い ち ぶ

の細胞
さいぼう

を除
のぞ

けば、早
はや

い細胞
さいぼう

で数日
すうじつ

、遅
おそ

い細胞
さいぼう

でも１０年
ねん

程度
て い ど

（諸説
しょせつ

あり）で新
あたら

しく入
い

れ替
か

わっていると

いわれています。 

では、細胞
さいぼう

の大部分
だ い ぶ ぶ ん

が入
い

れ替
か

わったとき、細胞
さいぼう

が入
い

れ替
か

わる前
まえ

とは別
べつ

の人間
にんげん

になっているので

しょうか？ 同
おな

じ人間
にんげん

だとすると、なぜ、そう説明
せつめい

することができるのでしょうか？ 

今回
こんかい

は、少
すこ

し難
むずか

しい話
はなし

を載
の

せました。時間
じ か ん

のあるときに、ゆっくりと考
かんが

えてみて下
くだ

さい。 

 
筑後地区中学校新人大会（11月 4日・19日開催）の結果 

◎ バレーボール（男子）第４位 

第１試合  宮ノ陣中 ２－０ 三国中 

準 決 勝  宮ノ陣中 ０－２ 甘木中 

３位決定  宮ノ陣中 １－２ 牟田山中 

◎ ソフトテニス（女子） 

［予選リーグ］ 

第１試合  宮ノ陣中 ０－３ 大刀洗中 

第２試合  宮ノ陣中 １－２ 蒲池中 

第３試合  宮ノ陣中 １－２ 白光中 

◎ バレーボール（女子）準優勝 

第１試合  宮ノ陣中 ２－１ 八女学院中 

準 決 勝  宮ノ陣中 ２－０ 瀬高中 

決  勝  宮ノ陣中 ０－２ 甘木中 


